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一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
唐
の
建
国
間
も
な
い
武
徳
七
年

(

六
二
四)

、
及
び
貞
観
五
年

(

六
三
一)

に
勅
命
に
よ
り
相
次
ぎ
編
纂
さ
れ
た

『

芸
文

類
聚

(

１)』

及
び

『

群
書
治
要

(

２)』

を
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
二
書
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
に
於
け
る

｢

類
書

(

３)｣

の
概
念
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
の

｢
類
書｣

研
究
で
は
、『

芸
文
類
聚』

が

｢

正
宗
的
類
書

(

４)

(

正
統
な
類
書)｣

と
見
な
さ
れ
る
一

方
、『

群
書
治
要』

は

｢

類
書｣

と
見
な
さ
れ
な
い
こ
と
さ
え
有
り
、
両
書
を
視
野
に
入
れ
た
論
考
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

は
後
述
す
る
よ
う
に
一
定
の
理
由
が
存
在
す
る
も
の
の
、
両
書
の
編
纂
当
時
に
、｢

類
書｣

と
い
う
目
録
学
上
の
分
類
が
未
だ
成
立
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
後
代
の｢

類
書｣
と
い
う
既
定
概
念
を
出
発
点
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
問
題
が
な
か
っ

た
か
再
考
の
余
地
が
有
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
の

｢

類
書｣

観
に
偏
る
こ
と
な
く
、
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
二
書
の
性

格
を
見
極
め
な
が
ら
、
そ
の
編
纂
の
目
的
、
意
図
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
後
世

｢

類
書｣

と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
書
が
、
編
纂
当

時
の
唐
朝
創
業
期
に
お
い
て
如
何
な
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
私
見
を
述
べ
た
い
。

二

先
行
研
究
に
お
け
る

｢

類
書｣

概
念

如
何
な
る
書
を
以
て

｢

類
書｣

と
為
す
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

(
５)

で
は
、
書
の
体
裁
、
或
い
は
機
能
と
い
っ
た
側

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念
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面
か
ら
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
第
一
に
、
文
献
を
事
物
ご
と
に
分
類
、
配
列
し
て
引
用
す
る
体
裁
を
持
つ
書
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、｢

類
書｣

の
外
形
的
特
徴
と
し
て
、
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
も
の
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
機
能
の
側
面
か
ら
は
、
事
物
・
詞
藻
の
検
索
を
目
的
と
し
た
工
具
書
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
方
師
鐸

(

６)

は
、｢

類
書
的
唯

一
用
途
、
就
在
供
詞
章
家
獵
取
辭
藻
之
用

(

類
書
の
唯
一
の
用
途
は
、
文
章
家
に
詞
藻
検
索
の
方
便
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る)｣

と
、

詩
句
検
索
の
機
能
を

｢
類
書｣

が
持
つ
唯
一
の
効
能
と
言
い
切
っ
て
さ
え
い
る
が
、
た
と
え
こ
こ
ま
で
限
定
的
で
な
く
と
も
、
類
書
を

工
具
書
と
す
る
見
方
は
、
各
先
行
研
究
が

｢

類
書｣

の
機
能
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
点
で
あ
る
。

こ
の
引
用
文
献
の
分
類
か
ら
な
る
と
い
う
体
裁
と
、
事
物
・
詞
藻
検
索
の
工
具
書
と
し
て
の
機
能
と
は
、
通
常
密
接
不
可
分
の
要
素

と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
具
書
と
し
て
の
検
索
機
能
を
十
分
に
担
保
す
る
構
造
を
備
え
る
べ
く
、｢

類
書｣

に
は
引
用
文

献
を
部
門
ご
と
に
分
か
っ
て
集
録
す
る
類
聚
体
の
体
裁
が
採
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
体
裁

と
い
う
外
形
的
側
面
、
そ
し
て
機
能
と
い
う
内
容
的
側
面
の
両
面
か
ら
統
一
的
に
構
築
さ
れ
た
、
工
具
書
と
し
て
の

｢

類
書｣

概
念
が

提
示
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
は

｢

類
書｣
の
一
般
的
理
解
と
し
て
、
広
く
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

三

目
録
に
お
け
る

｢

類
書｣
の
成
立

前
節
で
見
た
よ
う
に
、｢

類
書｣

に
つ
い
て
今
で
は
明
確
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
、
そ
の
起
こ
り
も
一
般
に
三
国
魏
の

『

皇
覧』

に
始

ま
る
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、｢

類
書｣

の
目
録
上
の
分
類
が
明
確
に
な
る
の
は
、
実
は
北
宋
中
葉
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
目

録
書
に
お
い
て

｢

類
書｣

と
い
う
門
目
が
設
け
ら
れ
る
の
は
、
王
尭
臣
等
が
勅
命
を
奉
じ
、
三
館

(

昭
文
、
集
賢
、
史
館)

及
び
秘
閣

の
所
蔵
書
目
を
記
録
し
た

『

崇
文
総
目』

(

慶
暦
八
年

[

一
〇
四
一]
成
立)

が
最
も
早
く
、
嘉
祐
五
年

(

一
〇
六
〇)

成
立
の

『

新

唐
書』

芸
文
志
が
こ
れ
に
続
く
。
も
っ
と
も
、
九
四
五
年
成
立
の

『

旧
唐
書』
経
籍
志
で
は
、
子
部
に
類
事
類
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、

該
書
が
開
元
期
の
秘
府
蔵
書
目
録
を
補
訂
し
た
毋�ぶ

け
い

の

『

古
今
書
録』

を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る

(

７)

と
す
る
目
録
学
の
研
究
成
果
を
踏
ま

え
る
な
ら
ば
、
唐
の
開
元
年
間
に
ま
で

｢

類
書｣

と
い
う
目
録
分
類
の
成
立
を
遡
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、｢

類
書｣

と
称
さ
れ
る
一
群
の
書
が
、
如
何
な
る
分
類
を
与
え
ら
れ
て
い
た
か
と
言
え
ば
、
唐
初

成
立
の『

隋
書』

経
籍
志
に
子
部
雑
家
類
と
し
て『

呂
氏
春
秋』

や『

淮
南
子』

等
の
書
と
共
に
著
録
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
に｢

類
書｣

と
し
て
の
独
立
し
た
分
類
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の

｢
類
書｣

と
い
う
目
録
分
類
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
南
宋
半
ば
の
陳
振
孫
が

｢

案
ず
る
に
、
前
志
但
だ
雑
家
有
る
の
み
に
し
て

類
書
無
し
、
新
唐
書
の
志
始
め
て
別
ち
出
し
て
一
類
と
為
す

(

８)｣

と
指
摘
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
現
在
の
研
究
に
至
る
ま
で
し
ば
し
ば

言
及
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
宋
代
に
確
立
す
る

｢

類
書｣

と
い
う
目
録
概
念
の
み
に
よ
っ

て
、
前
代
の
一
群
の
書
を
捉
え
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
。
確
か
に
、
後
世
の
所
謂

｢

類
書｣

と
し
て
の
形
態
、
機

能
を
有
す
る
書
が
、
そ
の
目
録
上
の
分
類
成
立
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
意
味
で
は

｢

類
書｣

と
い

う
名
の
み
に
こ
だ
わ
っ
て
議
論
を
行
う
の
は
、
い
た
ず
ら
に
混
乱
を
招
く
ば
か
り
で
建
設
的
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
後

世
大
方
と
な
っ
た
既
定
概
念
を
取
り
去
り
、
特
に
未
だ

｢

類
書｣

と
称
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
時
代
の
書
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
た

時
、
従
来
の
見
方
で
は
十
分
に
明
か
さ
れ
な
か
っ
た

｢

類
書｣

像
や
、｢

類
書｣

の
系
譜
を
描
き
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
唐
建
国
期
に
は
、『

芸
文
類
聚』

、『
群
書
治
要』

の
他
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
編
纂
さ
れ
た

『

隋
書』

経
籍
志

(

長
孫
無
忌
等

撰
、
貞
観
十
五
年

[

六
四
五]

着
手
、
高
宗
顕
慶
元
年

[

六
五
六]

上
呈)

も
存
在
し
、
個
別
の
ジ
ャ
ン
ル
及
び
書
に
対
す
る
当
時
の

人
々
の
捉
え
方
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
唐
創
業
期
の
七
世
紀
中
葉
を
、｢

類
書｣

に
対
す
る
編
纂
当

時
の
概
念
、
及
び
そ
の
編
纂
史
を
考
察
す
る
遡
航
限
界
地
点
と
位
置
づ
け
て
論
を
進
め
た
い
。

四

『

芸
文
類
聚』

に
見
る

｢

類
書｣
観

『

芸
文
類
聚』

一
百
巻
は
、
唐
建
国
直
後
の
武
徳
五
年

(

六
二
二)

、
勅
命
に
よ
っ
て
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
同
七
年
に
完
成
、
上
呈
さ

れ
た
。
同
時
期
に
は
、
大
規
模
な
集
書
や
前
代
史
編
纂

(

未
完
に
終
わ
る)
が
行
わ
れ
て
お
り
、
唐
朝
に
よ
る
初
の
文
化
事
業
の
一
翼

を
担
っ
た
も
の
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
。
該
書
に
対
す
る

｢

類
書｣

と
し
て
の
評
価
は
極
め
て
高
く
、『

四
庫
全
書
総
目
提
要』

子

部
類
書
類
、『

芸
文
類
聚』

条
に
は
、

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念

3
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是
の
書
類
に
比な

ら

べ
て
相
從
は
し
め
、
事
は
前
に
居す

え
、
文
は
後
に
列つ

ら

ぬ
。
覽
る
者
を
し
て
功
を
爲
し
易
く
、
作
る
者
を
し
て
其

の
用
に
資
せ
し
む
。
諸
類
書
の
中
體
例
最
も
善
し

(

９)

。

(『

四
庫
全
書
總
目
提
要』

子
部
類
書
類

『

藝
文
類
聚』)

と

｢
類
書｣

の
中
で
最
も
体
裁
に
優
れ
た
も
の
と
評
さ
れ
、
胡
道
静
は

｢(『

芸
文
類
聚』

は
、)

『

事』

と

『

文』

と
の
二
つ
の
系
統
を

一
つ
の
系
統
と
成
し
、
類
書
の
従
来
の
形
式
を
変
え
た

(�)｣

と
言
い
、｢

欧
陽
詢
が
創
造
し
た
こ
の
類
書
の
形
式
に
つ
い
て
、
後
の
、
宋

人
の

『

事
文
類
聚』
、
清
代
官
撰
の

『

淵
鑑
類
函』

は
、
み
な
そ
れ
を
模
倣
し
た
。
明
代
の

『

永
楽
大
典』

と
清
代
の

『

古
今
図
書
集

成』

も
、
事
実
上
こ
の
二
つ
の
系
統
を
一
つ
の
系
統
に
合
わ
せ
る
方
法
を
採
用
し
た

(�)｣

と
述
べ
、『

芸
文
類
聚』

の
事
文
兼
載
形
式
の

新
し
さ
と
、
後
続
類
書
へ
の
大
き
な
影
響
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
注
目
を
集
め
て
き
た

『

芸
文
類
聚』

の
体
裁
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
採
用
し
た
編
纂
者
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
。
ま
ず
、『

芸
文
類
聚』
序
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

以
爲
へ
ら
く
、
前
輩
の
綴
集
、
各
々
其
の
意
を
杼と

る
。『

流
別』

『

文
選』

は
、
專
ら
其
の
文
を
取
り
、『

皇
覽』

『�マ
マ

略』

は
、
直た

だ

に
其
の
事
を
書
す
の
み
。
文
義
既
に
殊
な
れ
ば
、
尋
檢
一
な
り
難
し
。
爰
に
詔
も
て
其
の
事
且
つ
文
を
撰
す

(�)

。

(『

藝
文
類
聚』

序)

こ
こ
に
は
、｢

前
輩
の
綴
集｣

と
し
て
、｢
文｣
と

｢

事｣

と
の
二
つ
の
系
統
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。｢

専
ら
其
の

文
を
取｣

る
と
さ
れ
る

『

文
章
流
別
集』

、『
文
選』

の
系
統
、
す
な
わ
ち

｢

総
集｣

と
、｢

直
に
其
の
事
を
書
す
の
み｣

と
さ
れ
る

『

皇
覧』

、『

華
林
遍
略』

の
系
統
、
い
わ
ゆ
る

｢
類
書｣
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『

文
章
流
別
集』

、『

文
選』

と
い
っ
た
総
集
に
対
し

て
は
、『

隋
書』

経
籍
志
、
集
部
総
集
類
の
小
序
に
、

總
集
と
は
、
建
安
の
後
、
辭
賦
轉
た
繁
く
、
衆
家
の
集
、
日
び
以
て
滋
く
廣
き
を
以
て
、
晉
代
の
摯
虞
、
覽
る
者
の
勞
倦
を
苦
と

し
、
是
に
於
て
孔
翠
を
採�
、
繁
蕪
を
芟
剪
し
、
詩
賦
自
り
下
、
各
條
貫
を
爲
さ
し
め
、
合
し
て
之
を
編
み
、
謂
ひ
て

『

流
別』

と
爲
す
。
是
の
後
文
集
の
總
鈔
、
作
者
軌
を
繼
ぎ
、
屬
辭
の
士
、
以
て
覃
奧
と
爲
し
、
則
を
焉
に
取
る
な
り

(�)

。

(『

隋
書』

巻
三
五
、
經
籍
志
、
集
部
總
集
、
小
序)

と
、
総
集
の
体
が
興
っ
た
由
来
と
、
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
摯
虞
の

『

文
章
流
別
集』

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
総
集
が

｢

属
辞
の
士｣

に
、
詩

文
創
作
の
際
の
手
本
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

『

芸
文
類
聚』

は
、
こ
の
詩
文
創
作
の
手
本
と
さ
れ
た
総
集

(

そ
こ
に
収
め
ら
れ
る
作
品)

を
、
従
来
の

｢

類
書｣

の
体
内
に
取
り

中
国
文
学
論
集

第
三
十
五
号

4



― ―

込
む
こ
と
に
よ
り
、｢

文｣
(

詞
華
・
文
藻)

の
検
索
に
便
を
図
る
機
能
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。
収
載
す
る
詩
文
に
対
し
て
、
詳
細
な

文
体
の
分
類
を
行
い
、
そ
の
名
に

｢

芸
文

(�)｣

と
冠
す
る
態
度
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
詩
文
創
作
の
参
照
に
目
的
を
置
い
た
編
纂
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
、｢

文｣
(

詞
華
・
文
藻)

の
検
索
を
容
易
に
す
る
た
め
、『

芸
文
類
聚』

編
集
に
際
し
て
は
、
従

前
の

『

皇
覧』
、『

華
林
遍
略』

の
有
す
る
類
聚
体
が
体
裁
の
基
礎
と
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
、
こ
れ
が
、
従
来

『

芸
文
類
聚』

序
に
挙
が
る

『
皇
覧』

、『

華
林
遍
略』

に
つ
い
て
、
事
項
検
索
の
工
具
書
と
し
て
の
性
質
を
類
推
さ
せ
る
一
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
確

か
に
、『

芸
文
類
聚』
を
介
し
て
、｢

類
書｣

を
工
具
書
と
し
て
捉
え
る
概
念
を
導
き
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

五

『
群
書
治
要』

に
見
る

｢

類
書｣

観

『

芸
文
類
聚』

編
纂
を
隔
て
る
こ
と
僅
か
七
年
、
高
祖
李
淵
に
よ
る
唐
の
創
業
を
引
き
継
い
だ
太
宗
李
世
民
の
勅
命
に
よ
り

『

群
書

治
要』

な
る
書
が
編
纂
、
上
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
編
纂
事
情
に
つ
い
て
は

『

唐
会
要』

巻
三
十
六
、
修
撰
の
条
に
詳
し
い
。

貞
觀
五
年
九
月
二
十
七
日
、
秘
書
監
魏
徴

群
書
政マ

マ

要

(�)
を
撰
し
之
を
上
る
。
太
宗

前
王
の
得
失
を
覽
ん
と
欲
し
、
爰
に
六
經
よ

り
諸
子
に
訖
る
ま
で
、
上
は
五
帝
に
始
り
下
は
晉
年
に
盡
く

(�)
。

(『

唐
會
要』

巻
三
六
、
修
撰)

こ
れ
に
よ
る
と
、
太
宗
が
、
前
代
の
諸
王
の
治
政
上
の
成
功
、
失
敗
の
例
を
通
覧
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
経
書
か
ら
諸
子
百
家
に
至

る
ま
で
を
取
材
源
と
し
、
遠
く
五
帝
の
世
か
ら
近
く
は
晋
代
ま
で
の
思
想
、
事
跡
を
編
集
さ
せ
た
こ
と
が
判
る
。

そ
の
体
裁
は
、『

周
易』

、『

尚
書』

、『

毛
詩』

以
下
の
経
書
群
の
後
に
、『

史
記』

、『

漢
書』

と
い
っ
た
歴
史
書
、
更
に
は

『

六
韜』

、

『

管
子』

、『

老
子』

と
い
っ
た
諸
子
の
書
の
順
に
、｢

治
要
を
求
む｣
と
序
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
、
各
書
ご
と
に
治
政
の
要
点
と
な
る
記

述
の
抜
粋
を
行
う
。

典
型
的
な
例
と
し
て
巻
三
十
四

『

老
子』

の
部
を
挙
げ
る
と
、｢

太
上
、
下
知
有
之
。
其
次
親
而
誉
之
。
其
次
畏
之
。
其
次
侮
之
。

信
不
足
焉
、
有
不
信
焉
。｣

と
君
主
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
説
く
第
十
七
章
、｢

兵
者
不
祥
之
器
、
非
君
子
之
器
。
不
得
已
而
用
之
、

恬
淡
為
上
。｣

と
軍
事
に
抑
制
的
で
あ
る
べ
き
と
説
く
第
三
十
一
章
、｢

図
難
於
其
易
、
為
大
於
其
細
。
天
下
難
事
、
必
作
於
易
。
天
下

大
事
、
必
作
於
細
。｣

と
全
て
事
は
微
細
な
内
に
処
理
せ
よ
と
説
く
第
六
十
三
章
等
、
具
体
的
に
君
主
と
し
て
の
心
構
え
や
身
の
処
し

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念
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方
、
政
務
の
執
り
方
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
る
章
を
採
録
し
、｢

道
可
道
、
非
常
道
。
名
可
名
、
非
常
名
。
無
名
天
地
之
始
、
有
名
万

物
之
母
。｣

と

『

老
子』

冒
頭
に

｢

道｣

の
根
本
思
想
を
説
く
第
一
章
や
、
同
じ
く

｢

道｣

と
い
う
虚
無
な
存
在
の
有
用
性
で
あ
る

｢

無
用
の
用｣

を
説
く
第
十
三
章
と
い
っ
た
哲
学
的
真
理
を
中
心
に
説
く
章
は
採
ら
な
い
。『

論
語』

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
孔
子
生
涯

の
学
修
を
述
べ
尽
く
し
た

｢

学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
…
…

(

学
而
篇)｣

の

『

論
語』

冒
頭
の
一
章
は
採
ら
ず
、｢

君
子
不
重
則
不
威

(

学
而
篇)｣

、｢
挙
直
錯
諸
枉
、
則
民
服

(

為
政
篇)｣

、｢

君
使
臣
以
礼
、
臣
事
君
以
忠

(

八�
篇)｣

と
い
っ
た
、
為
政
者
に
と
っ
て
よ

り
具
体
的
な
教
訓
と
な
る
文
言
を
含
む
章
を
採
録
、
列
挙
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
各
書
ご
と
の
抜
粋
と
い
う
形
式
は
、
事
物
に
よ
る
部
立
て
ご
と
の
配
列
を
行
う｢

類
書｣

の
体
を
成
さ
な
い
と
見
な
さ
れ
、

従
来
、
該
書
に｢

類
書｣
と
し
て
の
分
類
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
歴
代
正
史
の
書
目
を
見
て
も
、
唯
一『

宋
史』

芸
文
志
に
類
事
類

(�)
と
分
類
さ
れ
る
の
を
除
き
、
他
は
全
て
雑
家
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
状
況
を
受
け
、｢

類
書｣

研
究
に
お
い
て

も
そ
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
か
、
或
い
は
論
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
例
外
的｢

類
書｣

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
序
文
に
注
目
し
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
後
世
の
認
識
と
は
ま
る
で
異
な
っ
た
、
該
書
に
対
す
る
編
纂
者
の
意
識
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

序
の
冒
頭
一
段
、
凡
そ
典
籍
と
は

｢

昭�
塞
違
、
勸
善
懲
惡｣

の
教
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
歴
代
の
皇
王
は

｢

自�
不
息
、
乾

乾
夕�

｣

と
終
日
怠
る
こ
と
な
く
鋭
意
典
籍
に
向
き
合
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
次
段
よ
り
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
。

近
古
の
皇
王
時
に
撰
述
有
り
。
並
び
に
皆
天
地
を
包
括
し
、
群
有
を
牢
籠
す
る
も
、
競
ひ
て
浮�
の
詞
を
採
り
、
爭
ひ
て
迂
誕

の
説
を
馳あ

げ
、
末
學
の
博
聞
を
騁の

べ
、
雕
蟲
の
小
伎
を
飾
る
。
流
宕
し
て
反か

え

る
を
忘
れ
、
殊
塗
に
し
て
致
を
同
じ
く
す
。
辯
は
萬

物
に
周
し
と
雖
も
、
愈�
司
契
の
源
を
失
ひ
、
術
は
百
端
を
總す

ぶ
る
も
、
彌�
得
一
の
旨
に
乖
け
り
。(

中
略)

但
だ

『

皇
覽』

、

『

遍
略』

、
方

た
ぐ
ひ

に
隨
ひ
類
聚
し
、
名
目
互
ひ
に
顯
ら
か
な
る
も
、
首
尾
淆
亂
し
、
文
義
斷�
す
れ
ば
、
尋
究
難
し
と
爲
す
。
今
の
撰

す
る
所
先
作
に
異
な
れ
る
な
り

(�)
。

(『

群
書
治
要』

序)

｢

近
古
の
皇
王｣

の

｢

撰
述｣

と
は
、
中
略
以
後
に
挙
が
る
書
名
か
ら
、
魏
の

『

皇
覧』

や
、
梁
の

『

華
林
遍
略』

を
指
す
も
の
で

あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
ら
先
王
の
手
に
な
る
編
纂
物
が
、
天
地
万
物
に
関
す
る
有
り
と
有
ら
ゆ
る
事
象
、
思
想
、
学
説
の
記
述
を
包

括
し
な
が
ら
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

｢

司
契
の
源
を
失
ひ｣

、｢

得
一
の
旨
に
乖｣
く
も
の
で
あ
る
と
難
を
述
べ
、
事
類
ご
と
の
記
事
収
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集
は
項
目
が
判
然
と
し
て
も
、
引
用
の
文
脈
が
乱
れ
、
一
た
び
言
辞
と
趣
意
に
乖
離
が
あ
れ
ば
、
書
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
掌
握

し
が
た
い

(�)
と
断
じ
、
そ
こ
で
、
体
裁
に
改
良
を
施
し
、｢

先
作
に
異｣

な
る

『

群
書
治
要』

を
編
纂
し
た
と
、
そ
の
動
機
を
述
べ
る
の

で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、『

群
書
治
要』

が
、
後
世

｢

類
書｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
先
行
の
書
が
、
十
分
に
果
た
し
得
な
い
機
能
を
よ
り
よ

く
発
揮
す
る
た
め
編
ま
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
は
、
当
時
、
そ
の
目
的
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る

｢

類
書｣

の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
し
て
該

書
が
企
画
、
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

管
見
の
及
ぶ
限
り
、
先
に
は
、
栃
尾
武

(�)
氏
や
藤
居
岳
人

(�)
氏
の
論
考
に
、
こ
の
序
文
に
見
え
る
編
纂
の
目
的
意
識
か
ら

『

群
書
治
要』

を
例
外
的
に
類
書
と
見
な
す
べ
き
事
が
論
じ
ら
れ
た
。｢

類
書｣

研
究
の
対
象
範
囲
を
拡
張
す
る
も
の
と
し
て
効
果
有
る
指
摘
を
見
た

の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

｢

類
書｣

と
い
う
目
録
分
類
が
明
確
に
な
さ
れ
た
の
は
宋
代
で
あ
り
、
唐
初
に
お
い
て
そ
の
よ
う

な
分
類
概
念
は
未
成
立
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、『

群
書
治
要』

序
文
が
も
た
ら
す

｢

類
書｣

研
究
上
の

意
義
は
更
に
大
き
な
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
該
書
は
唐
初
に
お
い
て
、
事
物
の
類
別
に
よ
る
体
裁
を
採
る
べ
き

｢

類
書｣

の
例
外

と
し
て
存
し
た
の
で
は
な
く
、
正
真
正
銘
、『
皇
覧』

や

『

華
林
遍
略』

と
い
っ
た
一
群
の
書
の
血
脈
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
存
在
し
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
唐
創
業
期
当
時
に
お
い
て
、
こ
の
一
群
の
書
、
後
世
の
い
わ
ゆ
る

｢

類
書｣

と
は
、
如
何
な
る
書
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

前
節
に
お
い
て
、『

芸
文
類
聚』

序
文
か
ら

｢

類
書｣

に
事
項
検
索
の
工
具
書
と
し
て
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
た
。
ま
た
、

こ
の
認
識
が
現
在
に
お
い
て
、｢

類
書｣

に
対
す
る
第
一
の
理
解
で
あ
る
こ
と
も
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
に
取
り
上
げ

た

『

群
書
治
要』

を
含
め
、『

芸
文
類
聚』

以
外
の
唐
創
業
期
の
資
料
に
対
す
る
検
討
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
参
考

と
す
べ
き
資
料
に
、『

隋
書』

経
籍
志
に
お
け
る
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
節
に
触
れ
た
よ
う
に
、｢

類
書｣

の
分
類
が
生
じ
る
以
前

の

『

隋
書』

経
籍
志
で
は
、『

皇
覧』

、『

華
林
遍
略』

を
、
子
部
雑
家
類
に
分
類
す
る
。
そ
の
小
序
に
よ
れ
ば
、

雜
と
は
、
儒
、
墨
の
道
を
兼
ね
、
衆
家
の
意
に
通
じ
、
以
て
王
者
の
化
の
冠
せ
ざ
る
所
無
き
を
見
は
す
者
な
り
。
古
は
、
司
史
前

言
往
行
、
禍
福
存
亡
の
道
を�
記
す
。
然
ら
ば
則
ち
雜
は
、
蓋
し
史
官
の
職
に
出
づ
る
な
り
。

放
ほ
し
い
ま
ま

な
る
者
の
之
を
爲
せ
ば
、

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念
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其
の
本
を
求
め
ず
、
材
少
く
し
て
學
多
く
、
非
な
る
を
言
ひ
て
博
く
、
是
を
以
て
雜
錯
漫
羨
に
し
て
、
指
歸
す
る
所
無
し

(�)

。

(『

隋
書』

巻
三
四
、
經
籍
志
、
子
部
雜
家
、
小
序)

と
、
ま
ず
雑
家
と
は

｢

あ
ま
た
の
学
派
と
思
想
を
共
有
し
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
王
の
教
化
が
、
す
べ
て
の
思
想
を
貫
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

(�)｣
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。｢

古
は
、
司
史
前
言
往
行
、
禍
福
存
亡
の
道
を
歴
記
す
。
然
ら
ば
則
ち
雑

は
、
蓋
し
史
官
の
職
に
出
づ
る
な
り｣

の
文
脈
か
ら
は
、
雑
家
が
前
代
の
為
政
者
の
言
行
、
そ
れ
に
よ
る
国
家
の
成
り
行
き
を
記
す
も

の
で
あ
る
こ
と
、
更
に
、｢

放
な
る
者
の
之
を
為
せ
ば
、
…
…
指
帰
す
る
所
無
し｣

の
件
に
は
、
本
来
の
雑
家
と
は
、
諸
説
を
包
括
し

つ
つ
一
つ
の
指
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
定
義
の
下
敷
き
と
な
る

『

漢
書』

芸
文
志
、
雑
家
の
小
序
に
、
雑
家
と
は

｢

儒
墨
を
兼
ね
、
名
法
を
合
せ
、
国
体
の
此

有
る
を
知
る

(

兼
儒
墨
、
合
名
法
、
知
國
體
之
有
此)｣

と
あ
り
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
顔
師
古
注

(

顔
師
古
注

『

漢
書』

貞
観
十
九
年

[

六
四
五]

上
呈)

｢

治
国
の
体
、
亦
た
当
に
此
の
雑
家
の
説
有
る
べ
し

(

治
國
之
體
、
亦
當
有
此
雜
家
之
説)｣

か
ら
、
雑
家
の
示
す

指
針
、
つ
ま
り
、
包
括
す
る
諸
事
、
諸
説
の
帰
納
に
よ
る
目
的
が
、
国
家
の
統
治
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
雑
家
と
は
、
国
家
統
治
の
参
考
に
供
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
諸
家
の
思
想
、
学
術
、
前
代
の
事
跡
、
言

行
を
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
貞
観
期
の

『

隋
書』

経
籍
志
、『

漢
書』

顔
師
古
注
の
両
記

述
に
見
ら
れ
る
雑
家
の
概
念
は
、
ま
さ
に
同
じ
貞
観
の
世
に
編
ま
れ
た

『

群
書
治
要』

自
体
の
在
り
方
、
更
に
は
該
書
が
自
身
の
先
行

書
と
し
て
位
置
づ
け
る
二
つ
の

｢

類
書｣

に
対
す
る
捉
え
方
と
一
致
を
見
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『

群
書
治
要』

も
、
先
行
書
と

す
る
二
つ
の

｢

類
書｣

も
、
前
代
の
事
跡
、
言
行
、
諸
家
の
思
想
、
学
術
の
収
載
を
内
容
と
し
、
そ
の
目
的
は
、
収
録
さ
れ
た

｢

前
王

の
得
失｣

の
記
録
や
、｢

万
物｣

に
渉
り
、｢

百
端｣

を
内
包
す
る
述
作
か
ら

｢

司
契
の
源

(�)｣
、｢

得
一
の
旨

(�)｣

と
表
現
さ
れ
る
治
政
の
要

諦
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、『

皇
覧』

、『

華
林
遍
略』

が
唐
初
に
お
い
て
雑
家
に
分
類
さ
れ
た
の
は
納
得
の
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
両
書

を
先
行
書
に
位
置
づ
け
つ
つ
、
同
じ
く
雑
家
の
書
と
し
て

『

群
書
治
要』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

従
来
、
後
世
の
目
録
分
類
の
枠
に
従
い
、
類
聚
体
の
体
裁
に
拠
る
も
の
の
み
を

｢
類
書｣

と
し
て
選
別
し
、
そ
の
編
纂
目
的
、
及
び

実
際
の
用
途
等
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
勢
い
、
類
聚
体
の
体
裁
が
も
た
ら
す
検
索
の
便
に
強
く
光
が
当
た
り
、
工
具
書
と
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し
て
の
側
面
が
第
一
に
浮
か
び
上
が
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
実
際
、
前
節
に
見
た

『

芸
文
類
聚』

の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
目
的
の

下
に
編
纂
さ
れ
た
書
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
節
に
論
じ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
唐
初
に
お
い
て
は
、
後
世｢

類
書｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
書
の
概
念
と
し
て
、

類
聚
体
に
よ
る
検
索
の
便
を
備
え
た
書
と
い
う
機
能
へ
の
志
向
は
、
必
ず
し
も
先
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
従
来
、

顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た

『

群
書
治
要』

序
文
や
、『

隋
書』

経
籍
志
の
雑
家
の
小
序
に
見
た
よ
う
な
、
治
政
の
参
考
に
資
す
る

目
的
で
集
成
さ
れ
た
書
と
い
う
、
雑
家
書
と
し
て
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
、
第
一
に
想
定
す
べ
き
当
時
の

｢

類
書｣

概
念
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

も
と
よ
り
、
第
四
節
に
見
た
通
り
、
所
論
の
類
聚
体
の
書
に
、
事
項
や
語
彙
検
索
の
効
能
が
期
待
さ
れ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
た
だ
、

従
来
、
第
一
に
考
え
ら
れ
て
き
た
詩
文
作
成
の
た
め
の
工
具
書
と
し
て
の
機
能
、
特
徴
は
、
実
際
に
は
、
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

六

ま
と
め

こ
れ
ま
で
、｢

類
書｣

史
を
纂
述
す
る
際
、
唐
初
に
お
け
る

『

芸
文
類
聚』

の
地
位
に
は
確
固
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

唐
初
の

｢

類
書｣

、
及
び
そ
れ
以
前
の

｢

類
書｣

の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
、
現
存
す
る

『

芸
文
類
聚』

自
体
の
在
り
方
、
あ
る
い
は

そ
の
序
文
に
窺
え
る
前
代
の

｢

類
書｣

の
捉
え
方
が
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

『

芸
文
類
聚』

は
、
詩
文
作
成
時
の
語
彙
検
索
の
書
と
し
て
の
明
確
な
性
格
を
持
つ
。
故
に
そ
れ
が
唐
初
に
お
け
る

｢

類
書｣

の
一

般
的
な
姿
、｢

類
書｣

に
対
す
る
一
般
的
な
概
念
と
目
さ
れ
、『

芸
文
類
聚』

が
そ
の
源
流
に
位
置
づ
け
た

『

皇
覧』

、『

華
林
遍
略』

も

ま
た
、
詩
文
作
成
に
当
た
っ
て
の
故
事
検
索
の
た
め
の
工
具
書
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、『

芸
文
類
聚』

は
そ
の
成
立
当
初
に
あ
っ
て
、
果
た
し
て
真
に

｢
類
書｣

の
本
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
後
世
の

｢

類
聚
体
に
よ
る
工
具
書｣

と
い
う
枠
を
通
し
て
眺
め
た
な
ら
ば
、『

芸
文
類
聚』

は
間
違
い
な
く
、『

四
庫
全
書

総
目
提
要』

に
述
べ
る
よ
う
な

｢

体
例
最
も
善｣

き
一
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
た
び
こ
の
枠
を
は
ず
し
て
、
同
時
代
の
諸
資
料
を
介

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念

9
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し
て
捉
え
直
す
な
ら
ば
、『

芸
文
類
聚』

の
立
場
は
現
状
を
維
持
す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
後
世
の

｢

類

書｣
観
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
て
き
た

『

群
書
治
要』

そ
の
も
の
の
編
纂
目
的
及
び
、
序
に
述
べ
ら
れ
る

『

皇
覧』

、『

華
林
遍
略』

二
書

に
対
す
る
捉
え
方
は
、
同
時
代
の
目
録
書
た
る『

隋
書』

経
籍
志
に
お
い
て
、
二
書
の
帰
属
す
る
雑
家
の
概
念
と
一
致
を
見
せ
て
い
た
。

む
し
ろ
、『
芸
文
類
聚』

こ
そ
、
後
世

｢

類
書｣

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
当
時
の
一
群
の
書
に
お
い
て
、
変
則
的
、
周
辺
的
な
部
類

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

書
の
性
質
に
お
い
て
は
、
唐
初
に
お
け
る

｢

類
書｣

、
す
な
わ
ち
当
時
の
雑
家
書
が
、
経
、
史
、
子
部
の
書
よ
り
治
政
の
参
考
に
資

す
べ
き
記
述
を
採
録
し
た
の
に
対
し
、『

芸
文
類
聚』

は
、
ひ
と
り
総
集

(

集
部
書)

を
収
め
る
こ
と
で
詩
文
作
成
時
の
参
考
書
と
し

て
の
機
能
を
持
つ
に
至
っ
た
。

ま
た
、
書
の
対
象
に
つ
い
て
も
、『

芸
文
類
聚』

を
含
め
た
勅
撰

｢

類
書｣

に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
そ
の
異
質
性
が
よ
り
明
確
と

な
る
。｢

類
書｣

の
開
祖
に
挙
げ
ら
れ
る

『

皇
覧』

に
つ
い
て
、
北
斉
の
勅
撰

｢

類
書｣

、『

修
文
殿
御
覧』

三
六
〇
巻
の
編
纂
に
関
し

て
述
べ
た
記
事
の
中
に
は
、

昔
、
魏
の
文
帝
韋
誕
ら
諸
人
に
命
じ
皇
覽
を
撰
著
し
、
群
言
を
包
括
、
義
の
別
を
區
分
せ
し
む
。
陛
下

(

北
斉
の
後
主
高
緯)

聽
覽

の
餘
日
、�
素
を
眷
言
し
、
蘭
臺
の
籍
を
究
め
、
策
府
の
文
を
窮
め
ん
と
し
、
以
爲
ら
く
觀
書
は
博
な
る
を
貴
び
、
博
に
し
て
要

な
る
を
貴
ぶ
べ
く
、
日
を
省
き
て
功
を
兼
ぬ
る
は
、
易
簡
に
期
す
べ
し
と
。
前
者

さ
き
ご
ろ

、
修
文
殿
に
令
し
臣
等
を
し
て
舊
典
を
討
尋
し

斯
書

(『

修
文
殿
御
覧』)

を
撰
録
せ
し
む

(�)
。

(『

太
平
御
覽』

巻
六
〇
一
引

[

唐]

丘
悦

『

三
國
典
略』)

と
、
北
斉
の
後
主
が
、
政
務
の
余
暇
に
能
率
的
な
群
書
の
総
覧
が
で
き
る
よ
う『

修
文
殿
御
覧』

を
編
纂
さ
せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
の
前
例
と
し
て
魏
の
文
帝
に
よ
る

『

皇
覧』

の
編
纂
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『

皇
覧』

も
ま
た
、
文
帝
を
対
象
に
典
籍
通
覧
の

便
を
図
る
目
的
を
持
っ
た
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、『

文
苑
英
華』

に
そ
の
序
を
留
め
る
の
み
で
は
あ
る
が
、
太
宗
の
勅
命
を
受
け
、
貞
観
十
五
年

(

六
四
一
年)

に
完
成
さ
れ

た
唐
初
最
大
の
類
書

『

文
思
博
要』

一
千
二
百
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、

帝
聽
朝
の
暇
、
意
を
斯
文
に
屬か

け
、
精
義
神
を
窮
め
、
微
言�
を
探
り
、
樓
船
を
學
海
に
紆め
ぐ

ら
し
て
、
十
城
の
珍
を
獲
り
、
羽

蓋
を
翰
林
に
駐
め
て
、
三
珠
の
寶
を
搴と

ら
ん
と
す
。
以
爲
へ
ら
く
、
書
を
觀
て
要
な
る
を
貴
び
て
は
、
則
ち
十
家
並
び
馳
せ
。
要
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を
觀
て
博
な
る
を
貴
び
て
は
、
則
ち
七
略
致
を
殊
に
す
。
質
文
を
總
じ
て
其
の
流
を
分
か
ち
、
古
今
を
混
し
て
其
の
轍
を
共
に
せ

し
む
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
則
ち
萬
物
衆
し
と
雖
も
以
て
類
を
同
じ
く
す
べ
く
、
千
里
遙と

お

し
と
雖
も
以
て
聲
を
同
じ
く
す
べ
し

(�)

。

(『

文
思
博
要』

序
、『

文
苑
英
華』

巻
六
百
九
十
九
所
収)

こ
こ
に
も
太
宗
が
政
務
の
余
暇
に
鋭
意
典
籍
に
取
り
組
み
、
多
数
存
在
す
る
書
の
内
か
ら
、
博
く
そ
の
要
点
を
修
め
よ
う
と
し
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
、『
文
思
博
要』

も
ま
た
、
皇
帝
の
典
籍
要
覧
の
た
め
に
編
纂
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ち
な
み
に
、

採
録
の
対
象
と
な
る
古
今
の
様
々
な
書
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
万
物
の
事
象
は
、
自
ず
と
類
を
以
て
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
と

述
べ
る
と
こ
ろ
に
、
検
索
の
効
能
を
念
頭
に
し
た
の
で
は
な
い
、
多
種
多
様
な
文
献
を
体
系
的
、
能
率
的
に
収
録
す
る
目
的
で
の
類
聚

体
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

更
に
、
時
間
を
下
っ
て
宋
代
に
目
を
転
じ
る
と
、
北
宋
建
国
か
ら
二
十
年
余
り
、
太
平
興
国
八
年

(

九
八
三)

に
上
呈
さ
れ
た

『

太

平
御
覧』

一
千
巻
も
、
当
初
、
日
々
三
巻
ず
つ
、
太
宗
の
通
覧
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

(�)

。
こ
れ
ら
勅
撰

｢

類
書｣

の
書
名

に
採
ら
れ
る

｢

皇
覧｣

や

｢

御
覧｣
と
い
っ
た
表
現
に
も
、
皇
帝
を
対
象
に
そ
の
閲
覧
の
便
を
図
る
目
的
に
編
纂
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

類
推
さ
れ
よ
う
。『

群
書
治
要』

も
ま
た
、
太
宗
の
御
覧
に
供
さ
れ
る
目
的
で
編
纂
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、『

芸
文
類
聚』

は
、
そ
の
序
に
、『
芸
文
類
聚』

編
纂
を
含
む
文
治
に
よ
っ
て
、｢

家
を
し
て
隋
珠
に
富
み
、
人
を
し
て
荊
玉

を
懐
か
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り

(�)
。｣

と
謳
い
、｢

覧
る
者
を
し
て
功
を
為
し
易
く
、
作
る
者
を
し
て
其
の
用
に
資
せ
し
め
ん
と
す
れ
ば
な

り

(�)

。｣

と
編
纂
の
動
機
を
述
べ
る
と
こ
ろ
に
、
第
四
節
で
見
た
詞
藻
検
索
の
工
具
書
を
、
皇
帝
が
臣
下
に
賜
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
書
の
対
象
、
利
用
の
目
的
と
も
に
、
他
の
勅
撰｢

類
書｣

と
は
異
な
る
編
纂
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
唐
初
の

｢

類
書｣

の
代
表
と
さ
れ
、｢

類
書｣

史
の
纂
述
に
お
い
て
も
中
心
的
な
一
書
と
さ
れ
て
き
た

『

芸
文
類
聚』

で

あ
る
が
、
唐
初
に
お
け
る

｢

類
書｣

の
認
識
、
及
び
勅
撰

｢

類
書｣
の
編
纂
史
を
考
え
る
上
で
は
、
そ
の
位
置
づ
け
に
注
意
を
要
す
る

も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(�)

。
む
し
ろ
、
後
世
の
目
録
概
念
に
よ
っ
て

｢
類
書｣

と
し
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
同
時
期
の

『

群
書
治
要』

に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
唐
初
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
お
け
る
雑
家
書
と
し
て
の

｢

類
書｣

の
姿
を
捉
え
直
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
唐
土
に
は
北
宋
に
散
佚

(�)

し
た
も
の
の
、
本
邦
に
伝
え
ら
れ
て
、
仁
明
天
皇

(

在
位
八
三
三
〜
八
五
〇
年)

以
下
の
諸

帝
に
講
ぜ
ら
れ

(�)

、
江
戸
期
に
は

『

貞
観
政
要』

と
と
も
に
政
治
の
提
要
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
た

(�)
事
実
に
よ
っ
て
も
、
本
稿
で
論
じ
た

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念
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『
群
書
治
要』

の
性
質
、
及
び
本
書
が
そ
の
源
流
に
置
く
雑
家
書
と
し
て
の

｢

類
書｣

の
本
来
的
性
質
と
編
纂
の
目
的
が
補
足
さ
れ
る

か
と
思
う
。

以
上
、
唐
の
創
業
期
に
あ
っ
て
は
、
従
来
捉
え
ら
れ
て
き
た
工
具
書
と
し
て
の
姿
よ
り
も
、
皇
帝
の
能
率
的
な
群
書
閲
覧
に
供
す
る

書
と
し
て
の
在
り
方
が
、｢

類
書｣

本
来
の
姿
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
多
種
多
様
の
典
籍
か
ら
治
政
に
必
要
な
、
歴
史
、
思

想
、
学
術
の
要
諦
を
抄
録
し
総
合
的
に
示
す
、
い
わ
ば
読
む
た
め
の
帝
王
学
書
と
し
て

｢

類
書｣

は
存
在
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
概
念
は
、
唐
創
業
期
の｢

類
書｣

が
自
身
の
先
行
書
と
位
置
づ
け
た『

皇
覧』

を
始
め
、
唐
に
及
ぶ
ま
で
の

｢

類
書｣

を
捉
え
る
上
で
も
中
心
に
据
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

注

(

１)
『

芸
文
類
聚』

の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
通
行
の
汪
紹
楹
校

『

芸
文
類
聚』

(

中
華
書
局
、
一
九
六
五
年)

を
用
い
た
。

(

２)
『

群
書
治
要』

の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
金
沢
文
庫
本

『

群
書
治
要』

(

古
典
研
究
会
叢
書
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年)

を
用
い
、
叢
書
集

成
初
編
所
収
の
排
印
本

(

連��
叢
書
本
に
拠
る)

を
適
宜
参
照
し
た
。
な
お
、
現
存
す
る
諸
本
は
、
ほ
と
ん
ど
金
沢
文
庫
本
を
祖
と

す
る
。
尾
崎
康

｢

群
書
治
要
と
そ
の
現
存
本｣

(『
斯
道
文
庫
論
集』

第
二
十
五
輯
、
一
九
九
〇
年)

を
参
照
。

(

３)

本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、『

崇
文
総
目』
以
下
、
現
代
の
研
究
書
に
至
る
ま
で
、
伝
統
的
に
類
書
と
称
さ
れ
て
き
た
一
群
の
書
を

総
称
す
る
便
宜
的
用
語
と
し
て

｢

類
書｣

を
用
い
る
。

(

４)

胡
道
静

『

中
国
古
代
的
類
書』

(

中
華
書
局
、
一
九
八
二
年)
第
１
章
３
節

｢

類
書
的
範
囲
和
各
種
類
型｣

を
参
照
。

(

５)

類
書
に
関
す
る
専
著
と
し
て
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。(

初
版
の
刊
行
年
順)

①

張
滌
華

『

類
書
流
別』

(

商
務
印
書
館
、
一
九
四
三
年)

②

方
師
鐸

『

伝
統
文
学
与
類
書
之
関
係』

(

台
湾
東
海
大
学
、
一
九
七
一
年

〈

後
に
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年〉)

③

劉
葉
秋

『

類
書
簡
説』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年)

④

戴
克
瑜
・
唐
建
華

『

類
書
的
沿
革』

(

四
川
省
図
書
館
学
会
、
一
九
八
一
年)

中
国
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⑤

胡
道
静

『

中
国
古
代
的
類
書』

(

中
華
書
局
、
一
九
八
二
年)

⑥

戚
志
芬

『

中
国
的
類
書
、
政
書
和
叢
書』

(

商
務
印
書
館
、
一
九
九
六
年)

⑦

加
地
伸
行

(

研
究
代
表
者)

『

類
書
の
総
合
的
研
究』

(

平
成
六
・
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
六
年)

⑧

彭
邦
炯

『

百
川
匯
海
―
古
代
類
書
与
叢
書』

(

万
巻
楼
図
書
、
二
〇
〇
一
年)

⑨

趙
含
坤

『

中
国
類
書』

(

河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年)

(

６)

方
師
鐸

『
伝
統
文
学
与
類
書
之
関
係』

(

前
掲
注
５
、
②)

第
一
章

｢

導
論｣

参
照

(

７)

来
新
夏

『

古
典
目
録
学
浅
説』

(

中
華
書
局
、
一
九
八
一
年)

第
二
章
第
三
節
参
照

(

８)
『

直
斎
書
録
解
題』
巻
一
四
：
案
、
前
志
但
有
雜
家
而
無
類
書
、
新
唐
書
志
始
別
出
爲
一
類
。

(

９)

是
書
比
類
相
從
、
事
居
於
前
、
文
列
於
後
。
俾
覽
者
易
爲
功
、
作
者
資
其
用
。
於
諸
類
書
中
體
例
最
善
。

(

10)
『

中
国
古
代
的
類
書』

(

前
掲
注
４)

第
五
章
：
把

｢

事｣

與

｢

文｣

兩
條
龍
並
成
了
一
條
龍
、
變
更
了
類
書
的
常
規
體
制
。

(

11)

同
：
歐
陽
詢
創
造
的
這
個
類
書
體
例
、
後
來
宋
人
的

『

事
文
類
聚』

清
代
官
修
的

『

淵
鑑
類
函』

都�
它
。
明
代
的

『

永
樂
大
典』

和

清
代
的

『

古
今
圖
書
集
成』

實
際
上
也
採
取
它
這
兩
條
龍
並
一
條
龍
的
措
施
。

(

12)

以
爲
、
前
輩
綴
集
各
杼
其
意
。
流
別
文
選
專
取
其
文
、
皇
覽�マ
マ

略
直
書
其
事
。
文
義
既
殊
、
尋
檢
難
一
。
爰
詔
撰
其
事
且
文
。

(

13)

總
集
者
、
以
建
安
之
後
、
辭
賦
轉
繁
、
衆
家
之
集
、
日
以
滋
廣
、
晉
代
摯
虞
、
苦
覽
者
之
勞
倦
、
於
是
採�
孔
翠
、
芟
剪
繁
蕪
、
自
詩

賦
下
、
各
爲
條
貫
、
合
而
編
之
、
謂
爲
流
別
。
是
後
文
集
總
鈔
、
作
者
繼
軌
、
屬
辭
之
士
、
以
爲
覃
奧
、
而
取
則
焉
。

(

14)

同
時
代
の『

隋
書』

に
、｢

芸
文｣

は
全
三
例
を
検
し
う
る
。
こ
の
う
ち
、｢

漢
書
芸
文
志｣

の
一
例
を
除
い
た
残
り
二
例
は
以
下
の
通
り
。

・
・

○(

隋
高
祖)

號
を
發
し
令
を
施
す
に
、
咸
浮
華
を
去
ら
し
む
。
然
る
に
時
俗
の
詞
藻
、
猶
ほ
淫
麗
な
る
こ
と
多
き
が
ご
と
し
。
故
に
憲

臺
法
を
執
り
て
、� ����

霜
簡
を
飛
ば
す
。
煬
帝
初
め
て
藝
文
を
習
ふ
や
、
輕
側
を
非そ
し

る
の
論
有
り
、
即
位
す
る
に
曁お
よ

び
、
其
の
風
を
一

・
・

變
す
。(

發
號
施
令
、
咸
去
浮
華
。
然
時
俗
詞
藻
、
猶
多
淫
麗
、
故
憲
臺
執
法
、�
飛
霜
簡
。
煬
帝
初
習
藝
文
、
有
非
輕
側
之
論
、
曁

乎
即
位
、
一
變
其
風
。〈『

隋
書』

巻
七
六
、
文
学
伝
、
序
言〉)

○(

李
徳
林)

藝
文
の
職
に
處
り
、(

中
略)

檄
書
露
板
、
及
以

お
よ
び

諸
文
、
臣
の
之
を
作
す
所
有
り
、
臣
の
之
を
潤
色
す
る
有
り
。(

處
藝

・
・

文
之
職
、〈

中
略〉

檄
書
露
板
、
及
以
諸
文
、
有
臣
所
作
之
、
有
臣
潤
色
之
。〈『
隋
書』

巻
四
二
、
李
徳
林
伝〉)

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念
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右
の
用
例
か
ら
、｢

芸
文｣

が｢

詩
文｣

の
意
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た『

隋
書』

が
、
蔵
書
目
の
篇
名
と
し
て
、
先
行
す
る『

漢
書』

の

｢

芸
文
志｣

を
採
ら
ず
、｢

経
籍
志｣

と
改
め
た
と
こ
ろ
に
も

｢

芸
文｣

の
語
に
対
す
る
限
定
的
用
語
法
が
窺
え
る
。

(

15)
高
宗
の
諱

｢

治｣

を
避
け
て
、
或
い
は

『

群
書
政
要』

も
し
く
は

『

群
書
理
要』

に
作
る
。

(

16)

貞
觀
五
年
九
月
二
十
七
日
、
秘
書
監
魏
徴
撰
群
書
政
要
上
之
。
太
宗
欲
覽
前
王
得
失
、
爰
自
六
經
訖
于
諸
子
、
上
始
五
帝
下
盡
晉
年
。

(

17)
『

宋
史』
芸
文
志
に
は

｢

群
書
治
要
十
巻｣

の
記
述
に

｢

秘
閣
所
録｣

と
注
が
付
さ
れ
、
存
目
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
よ
っ
て
、
ど
れ
ほ

・
・

ど
の
認
識
を
以
て
類
事
類
と
見
な
し
た
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

(

18)

近
古
皇
王
時
有
撰
述
。
並
皆
包
括
天
地
、
牢
籠
群
有
、
競
採
浮�
之
詞
、
爭
馳
迂
誕
之
説
、
騁
末
學
之
博
聞
、
飾
雕
蟲
之
小
伎
。
流
宕

忘
反
、
殊
塗
同
致
。
雖
辯
周
萬
物
、
愈
失
司
契
之
源
、
術
總
百
端
、
彌
乖
得
一
之
旨
。(

中
略)

但
皇
覽
、
遍
略
、
隨
方
類
聚
、
名
目
互

顯
、
首
尾
淆
亂
、
文
義
斷�
、
尋
究
爲
難
。
今
之
所
撰
異
乎
先
作
。

(

19)

例
え
ば
、
万
事
、
微
少
な
う
ち
に
こ
れ
を
治
め
よ
と
説
く

『

老
子』

第
六
十
四
章
の
章
句
を
、
類
聚
体
を
と
る

『

芸
文
類
聚』

は
、

○
老
子
曰
、
九�
之
臺
、
起
於�
土
。(

巻
六
二
、
居
處
部
、
臺)

○
老
子
曰
、
合
抱
之
木
、
生
於
毫
末
。(
巻
八
八
、
木
部
、
木)

と
、｢

臺｣

、｢

木｣

の
各
部
立
て
ご
と
に
裁
断
、
振
り
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
他
の
多
く
の
引
用
事
項
の
一
部
と
し
て
収
録
す
る
。

確
か
に
各
項
目
ご
と
の
故
事
、
典
拠
を
一
覧
す
る
に
は
良
い
が
、『

老
子』

第
六
十
四
章
の
趣
意
を
汲
み
取
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『

群
書
治
要』

は
、

○
爲
之
於
未
有
、
治
之
於
未
亂
。
合
抱
之
木
、
生
於
毫
末
、
九�
之
臺
、
起
於�
土
。(

巻
三
四
、『

老
子』)

と
い
う
具
合
に
、
部
立
て
ご
と
の
分
類
に
拠
ら
な
い
原
書
の
節
録
を
行
い
、『

老
子』

が
講
じ
た
、
主
張
の
後
の
個
別
具
体
的
事
例
の
列

挙
と
い
う
説
得
的
な
文
脈
を
そ
の
ま
ま
に
、『

老
子』

が
説
く
と
こ
ろ
の
主
旨
を
明
確
に
掴
み
得
る
よ
う
に
す
る
。

(

20)
｢

類
書
の
研
究
序
説

(

一)｣
(『

成
城
大
学
国
文
学
論
集』

十
号
、
一
九
七
八
年)

(

21)
｢『

群
書
治
要』

に
お
け
る
古
典
籍
の
引
用
傾
向
―

『

論
語』

を
中
心
と
し
て
―｣

(『

類
書
の
総
合
的
研
究』

〈

前
掲
注
５
、
⑦〉)

(

22)

雜
者
、
兼
儒
、
墨
之
道
、
通
衆
家
之
意
、
以
見
王
者
之
化
、
無
所
不
冠
者
也
。
古
者
、
司
史�
記
前
言
往
行
、
禍
福
存
亡
之
道
。
然
則

雜
者
、
蓋
出
史
官
之
職
也
。
放
者
爲
之
、
不
求
其
本
、
材
少
而
多
學
、
言
非
而
博
、
是
以
雜
錯
漫
羨
而
無
所
指
歸
。
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国
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(
23)

興
膳
宏
・
川
合
康
三

『

隋
書
經
籍
志
詳
攷』

子
部
雑
家

(

汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年)

(
24)

司
契
の
源
：
左
思

｢

魏
都
賦｣

(『

文
選』

巻
六)

に
、｢

上
は
垂
拱
し
て
契
を
司
り
、
下
は�

督
し
て
自
か
ら
勸
む

(

上
垂
拱
而
司
契
、

・
・

下�
督
而
自
勸)｣

と
あ
り
、
李
周
翰
注
に

｢

上
な
れ
ば
則
ち
垂
衣
拱
手
し
、
法
契
を
執
り
て
以
て
天
下
を
御
す

(

上
則
垂
衣
拱
手
、

執
法
契
以
御
天
下)｣

と
あ
る
。

(

25)

得
一
の
旨
：

『

老
子』

第
三
十
九
章
に
、｢

侯
王
一
を
得
、
以
て
天
下
正
を
爲
す

(

侯
王
得
一
以
天
下
爲
正)｣

と
あ
る
。

・
・

(

26)

昔
、
魏
文
帝
命
韋
誕
諸
人
撰
著
皇
覽
、
包
括
群
言
、
區
分
義
別
。
陛
下
聽
覽
餘
日
、
眷
言�
素
、
究
蘭
臺
之
籍
、
窮
策
府
之
文
、
以
爲

觀
書
貴
博
、
博
而
貴
要
、
省
日
兼
功
、
期
於
易
簡
。
前
者
、
修
文
殿
令
臣
等
討
尋
舊
典
撰
録
斯
書
。

(

27)

帝
聽
朝
之
暇
、
屬
意
斯
文
、
精
義
窮
神
、
微
言
探�
、
紆
樓
船
於
學
海
、
獲
十
城
之
珍
、
駐
羽
蓋
於
翰
林
、
搴
三
珠
之
寶
。
以
爲
、
觀

書
貴
要
、
則
十
家
並
馳
。
觀
要
貴
博
、
則
七
略
殊
致
。
自
非
總
質
文
而
分
其
流
、
混
古
今
而
共
其
轍
、
則
萬
物
雖
衆
可
以
同
類
、
千
里

雖
遙
可
以
同
聲
。

(

28)

宋
本『

太
平
御
覧』

書
前
所
引『
国
朝
会
要』

：
帝
聽
政
の
暇
あ
る
毎
に
、
日
に
御
覽
三
巻
を
讀
む
。(

帝
毎
聽
政
之
暇
日
讀
御
覽
三
巻
。)

(

29)

欲
使
家
富
隋
珠
、
人
懷
荊
玉
。

(

30)

俾
夫
覽
者
易
爲
功
、
作
者
資
其
用
。

(

31)

勅
撰
類
書
に
つ
い
て
、『

皇
覧』

以
来
、
皇
帝
の
群
書
要
覧
に
供
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
士
大
夫
層
に
ま
で
開
か
れ
た

機
能
的

｢

類
書｣

が
編
纂
さ
れ
た
背
景
と
、
そ
の
文
学
史
的
意
義
と
に
つ
い
て
は
、
権
力
と
書
の
観
点
か
ら
考
察
す
べ
き
問
題
が
有
る

と
考
え
る
。
別
稿
を
以
て
論
じ
た
い
。

(

32)

中
国
に
お
け
る
散
佚
の
要
因
に
は
、『

群
書
治
要』

が
皇
王
を
対
象
と
し
た
少
部
数
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
、
唐
に
於
け
る
帝
王
学
書
と
し

て
、
創
業
と
守
成
と
の
誉
れ
高
い
太
宗
の
事
跡
を
編
集
し
た『
貞
観
政
要』

を
始
め
、
同
趣
旨
、
同
形
式
の
書
の
陸
続
た
る
編
纂
に
よ
っ

て
吸
収
、
或
い
は
淘
汰
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(

33)

壬
子
天
皇
御
清
涼
殿
、
令
助
教
正
六
位
上
直
道
宿
祢
公
、
讀
群
書
治
要
第
一
巻
…
…
。(『

續
日
本
後
紀』

巻
七
、
仁
明
天
皇
承
和
五
年

[

七
三
八])

を
始
め
と
し
て
、
史
書
に
記
録
が
残
る
。

(

34)

福
井
保

『

江
戸
幕
府
刊
行
物』

(

雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
五
年)

第
一
、
二
章
参
照
。

唐
創
業
期
の

｢

類
書｣

概
念
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